
■ 学校の共通目標  

授業作り 

重 

点 

○児童の「意欲を高める」「理解を深める」授業を実践する。基礎的・基本

的な学力を確実に定着させるとともに、それを活用し主体的・対話的な

授業を充実する。 

中
間
評
価 

〇児童の「意欲」や「理解」を高めるために、ねら

いを達成させるための活動の精選、じっくり考え

る時間の確保、ICT 機器を使った授業を実践し、

主体的・対話的な授業の充実に向けて授業改善に

努めている。 

最
終
評
価 

○OJTの推進に積極的に取り組んできたことで全体の授業力が

向上し、基礎的・基本的な学力の定着につながってきている。

ICT 機器の活用により児童の学習意欲の高まりに加え、理解

が深まる授業が実践されてきた。より対話的な授業が行える

よう、さらに授業改善に努めていく。 

環境作り 

○一人１台タブレット型パソコンを効果的に活用し、個別最適化された学

び・協働的な学び・家庭と連携した学び等の充実を図る。ICT 機器を効

果的に活用し、児童の驚きや発見を導き、理解を深める。ユニバーサル

デザインの視点から個に応じた学びの充実を図る。 

〇校内でタブレット端末の活用方法の研修を行って

いる。今後も ICT 機器を活用し個に応じた指導を

実践していくために、情報交流を行っていく必要

がある。 

○校内でタブレット端末の活用方法の研修を実施してきたこと

で教員のスキルが向上し、児童一人ひとりに適した学習環境

になってきている。さらに学習環境を充実させていくために、

情報交流を行っていくことが求められる。 

■ 学年の取組内容 

２ 国語 

学ひらがな、カタカナ、漢字について、概ね書くことができて

いる。 

 

学文を書くことについては意欲的な児童が多いが、習った漢字

を使わずに文を書いたり、同じ読み方の別な漢字を使ってし

まったりする様子が見られる。 

 

 

学文章を読み、叙述に即して考えたり根拠となる部分を探した

りすることについては、語彙力の差が大きく、言葉の意味理

解が十分にできず、内容を正しく読み取ることが困難な児童

もいる。 

・繰り返し練習することで多くの児童に定着が見られ

た。しかし、とめ、はね、はらいが雑になってしまっ

たり、忘れてしまったりすることが課題である。 

・新出漢字を習う際、漢字の成り立ちや意味、使用場面

を十分に意識できていないことが課題である。 

 

 

 

・言葉の意味、理解が十分にできず、語彙力の差が大き

いことが課題である。 

・漢字や書写の時間にとめ、はね、はらいを意識した字を書く

ことができるよう指導する。また、どの学習においてもノー

トをきれいに書くよう、指導をする。 

・新出漢字を学習する際、成り立ちや意味を指導するととも

に、言葉集めをしたり、その漢字を使った文を発表したりす

る時間を設け、漢字を使った文章力を向上させる。また、タ

ブレット端末を使ったドリル学習に取り組ませることで、

理解の定着を図る。 

・文章の読み取りの時だけでなく、日常場面で使っている言

葉の意味に着目させ、どのような意味かを説明し合ったり

教え合ったりする場面を意識して意図的に設定する。 

・どの学習においても、字をきれいに書くよう指導すること

で、意識してきれいに書くことができる児童が増えたが、

漢字の細かい部分を正しく書けない児童が見られる。ベー

シックタイムなどに、漢字の書き間違いしやすいポイント

を指導し、正しい漢字を認識できるようにする。 

・タブレット端末のドリル学習に繰り返し取り組ませたこと

により、漢字を正しく認識し、書ける児童が増えた。 

・一つの言葉について、他の使用場面を考えさせたり類義語

で表現させたりしたことで、言葉の意味への理解が深まっ

た。「ことばのたからばこ」を活用しながら日記を書く

等、今後も言葉の理解を深める指導を継続していく。 

・書写の指導では、字形に気を付けて素早く丁寧に書

けるようになった。 

・新出漢字を学習する際、言葉集めをしたことで漢字

や言葉の意味を理解し文が書けるようになった。 

・タブレット端末のドリル学習に繰り返し取り組ませ

たことにより、漢字を正しく書いたり、漢字を使っ

て言葉を書いたりできるようになった。 

・漢字の学習場面や文章の読み取りの場面で「ことば

のたからばこ」を活用して、言葉の使い方を考えさ

せたり、類義語や対義語で表現させたりしたことで

語彙が増え言葉の理解が深まった。 

学年 教科 学習状況の分析（10月） 課 題（10月） 改善のための取組（10月） 最終評価（２月） 

１ 

国語 

学ひらがなの読み方や書き方については、概ね理解している。 

 

 

 

 

学促音・拗音の習得に課題がある児童がいる。 

 

 

学文章を読み、根拠となる部分を基に読み方を工夫することに

ついては、指導をし始めている時期にある。 

・平素よりひらがなを使い続けることで、概ね理解はし

ているが、書くことに慣れてきてだんだんと筆順や

画の途中・終わりの気を付けるべき点がおろそかに

なっている。いつでも丁寧に書くよう指導する必要

がある。 

・書いた言葉や文を読み返す習慣が身に付いておらず、

促音・拗音を抜かしたまま完成したと思い込んでし

まう児童がいるのが課題である。 

・文章を読み、登場人物の様子を想像しながら読む児童

が多いが、思いつきで読み方を考え、文章の内容にそ

ぐわない読み方になってしまうことが課題である。 

・聴写テストを行い、促音や拗音などの誤字脱字がなくなる

ように指導する。 

・タブレット端末のドリル機能を活用し、モジュールの時間

等に取り組ませることで、字形や点画の注意点が身に付く

よう指導を続ける。 

・言葉や文を書いたら読み返すように指導をする。また、読み

返したものを確認し、正しく書けたものを認めたり一緒に

間違いを正したりしていく。 

・文章の読み取りや、読み方の工夫を考える際には、根拠とな

る部分を文章中から探し出すよう指導をする。 

・聴写テストを行った。自分で書いた文字を見直しする際に、小さな声で読むように指導したことで誤字脱字が減った。 

・タブレット端末のドリル機能を活用し、モジュールの時間や家庭学習など様々な場面で取り組ませた。毎日書いてい

る連絡帳や、国語・算数のノートなどの文字が丁寧になった。しかし、個人差があるため、引き続き指導を続けてい

く。 

・書いた文字の読み返しを行う指導を続けたことで、誤字脱字は減少してきている。うまく読み返しができない児童に

対しては、教師が声に出して読むことで、児童が間違いに気付けるようにした。さらに、小さな声で読み返すことを

指導したことで、間違いに気付ける児童が増えてきた。今後も指導を続け、間違いを正せるようにしていく。 

・読み取りの指導では、根拠となる部分を文章中から探す活動を取り入れた。根拠を基にして場面を想像できるように

なってきた。今後も同様の指導を続け、文章に即した読み取りができるようにしていく。 

算数 

学加減計算については、概ね理解できている。 

 

 

 

学文章を読み、立式する問題については、内容を正しく読み取

ることが困難な児童がいる。 

・加減計算については理解できているものの、手を使っ

て計算しないと答えを導き出すことができない児童

が見られる。 

 

・文章題の表す場面の様子を想像することができず、出

てきた順番に数を使って立式してしまう児童が見ら

れる。 

・算数の授業の始めにマス計算の問題に取り組む時間を設け

たり、タブレット端末の既習事項に取り組ませたりするこ

とで、全ての児童が計算の習熟を図ることができるように

していく。 

・文章問題の場面を理解できるよう、言葉の意味を確認し、計

算の順序について考えられるようにする。また、問題文の

必要な部分に印を付けることで、立式の際に助けとなるよ

うにする。 

・算数の時間の始めに、毎回マス計算を行った。１週間程度同じ問題に取り組むことで、自らの記録の向上を目指し、

達成した喜びを感じられるようにした。それにより、計算に慣れ正確さや速さが向上してきた。しかし、繰り上がり

や繰り下がりのある計算については表に書き込みをしたり指を使ったりする姿が見られるため、今後も同様の取組を

続ける必要がある。 

・文章問題に取り組む際は、言葉の意味を理解できるように、学級全体で読んで題意を確認する等の支援を行った。加

法か減法かの選択がスムーズに行えるようになった。また文章問題では、分かっている数や聞かれていることに印を

付けることで、立式や答えを書き込む際の間違いや書き忘れが減った。 

学年 教科 学習状況の分析（４月） 課 題（４月） 改善のための取組（４月） 中間評価・追加する取組（10月） 最終評価（２月） 
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算数 

学数や長さ、広さ、かさについての大小関係は、概ね理解でき

ている。 

 

学繰り上がり、繰り下がりのある計算は、概ね理解できている。

しかし、指を使って考える児童もおり、正確さや解く速さに

ついては個人差が大きい。 

 

学文章問題を読んで具体的な場面を想像し、量の増減を基に立

式をすることについては、理解できている児童が多い。ただ

し、「どちらがどれだけ」の問いに対しては、文章の読み取り

が十分でなく、正答を導き出すことができない児童が見られ

る。 

・単元の学習時には理解している様子が見られるが、以

前に習った単元の学習内容を忘れかけていることがあ

るのが課題である。 

・繰り上がり・繰り下がりの計算については、指を使っ 

て数えることで数え間違えたり解く速さが遅くなっ

てしまったりすることが課題である。 

・「どちらがどれだけ」と２つのことを同時に問う問題

で聞かれていることは何かを正しく理解し、正答を導

き出すことに課題がある。 

・以前に学習した内容を宿題として出したり、日常の生活の

場面で既習事項を生かした発問をしたりする。さらに、タブ

レット端末を使ったドリル学習にも取り組ませる。それら

により、学習内容の定着を図る。 

・たし算やひき算の計算に繰り返し取り組む時間を設け、計

算に慣れるようにする。また、自分で丸付けをしたり、タイ

ムを計ったりして正確さや計算速度の向上を自覚させ、自

信をもたせる。 

・文章題を解く際には、分かっていることと聞かれているこ

とを確認する。さらに、数量の多寡や増減を考えさせること

で、２つのことを同時に問う問題で、正しく意味を理解でき

るようにする。 

・宿題や日常生活で以前に学習した内容に触れることで、既

習事項について学びの定着を図ることができた。タブレッ

ト端末を活用した宿題を一週間に一度出し、繰り返し計算

問題に取り組ませることで、正しく計算できる児童が増え

た。課題のある児童に対しては、補充の学習を行い、基礎

学力の定着を図っていく。 

・はじめは時間がかかっていたが、だんだんと計算に慣れ、

素早さ、正確さの向上が見られた。今後は足し算、引き算

の他、かけ算にも取り組ませていく。 

・文章問題の内容を読み、数を丸で囲んだり、重要な部分に

線を引かせたりしたことで、題意を理解して、正しく立式

できる児童が増えている。 

・宿題や日常生活で既習事項について意図的に触れた

ことで理解の定着が見られ、単元のまとめテストで

の平均正答率が上がった。 

・学習の始めに足し算、引き算、かけ算に取り組むこ

とで、学習の定着が見られるようになってきた。九

九がまだ定着していない児童もいるので、学級で九

九を唱えるなどして定着を図る。 

・文章問題の内容に線や印を付けたことで題意を理解

でき、正しく立式できる児童が増えた。 

・新宿区学力定着度調査の応用問題では、問題を正し

く読みとれずまちがった読み取りをした児童が多か

った。問題をよく読み、何を問われているのかを線

を引いて確認し、答えと聞かれたことがあっている

か確認させるよう指導をする。 

３ 

国語 

調「説明文を読み取る」や「物語を読み取る」においては全国

正答率を上回っているが、「文章を書く」は全国正答率を下回

っている。 

調「言葉の学習」において、全国正答率を下回っている。 

 

 

学決められた言葉や文章を書き写すことには、意欲的に取り組

む児童が多い。想像を広げ、考えを書くことに慣れていない

児童が多く、書き出すことができない様子が見られる状況で

ある。 

・文章を書くことに苦手意識をもっている児童がおり、

指定された長さで文章を書けるようにすることが課

題である。 

・日常生活で使う言葉について、表記をし、平仮名・片

仮名の使い分け理解できていない。語彙の量にも個人

差が大きく、意味理解に課題がある。 

・書くことについて、何を、どの順に書いたらよいのか

に戸惑う児童が多く、例文を示さないと書き出せない

ことが課題である。 

 

・「書く」活動では、文章を書かせるときに目的意識をもって

活動させる。そのために、週に１回、ベーシックタイムの時

間にテーマを設定し、100マス作文に取り組ませ、書いた作

文を交流し互いのよさを認め合うことで自信をもたせる。 

・国語辞書を積極的に活用して、語彙の意味を理解し、適切に

使えるようにする。学んだ言葉を使うことを意識させて活

動に生かせるようにする。また、タブレット端末を使ったド

リル学習で既習学習の定着を図る。 

・月に１回、文章の書き方や言葉の使い方について学べるよ

う、視写活動に取り組ませ、定着を図る。 

・「書く」活動では、構成や文型の確認をしながら、60～100

字程度の短い文章を書く活動を取り入れている。課題に取

り組む際は、必ずモデル文を用意し、構成や書く内容を捉

えてから活動できるようにし、抵抗感なく取り組んでい

る。 

・初めて触れる語彙や分からない言葉は、積極的に国語辞書

を使う姿が以前より見られるようになった。また、タブレ

ット端末を使ったドリル学習は引き続き取り組ませてい

る。同じ問題を繰り返し解かせることで、既習学習の定着

を図ることを目指す。 

・言葉の使い方や多くの文に触れることを目的に、毎日音読

に取り組んでいる。 

・視写活動は、継続的に続けており、言葉や文章の書き方の

基本を学ぶことに繋げている。 

・「書く」活動では、順序を表す言葉を使って作文した

り、構成を捉えて簡単な説明文を書いたりすること

を大半の児童が理解し、目的に沿って文章が書ける

ようになってきた。 

・教材文で新しく習った語彙の使い方を文脈から学ぶ

ことや日常的に国語辞典を使うことで、語彙の使い

方や意味の理解に繋げることができた。引き続き、

辞典の活用や教材文の音読、例文の提示等で正しい

語彙の力を身に付けさせていく。 

・「書くこと」について、例文提示を継続し、どのよう

に書けばよいか理解し、抵抗感なく安心して取り組

める児童が多かった。2学期後半は、自力で書ける児

童も増えた。モデル文となる例文の効果は大きく、

苦手意識をもつ児童に対して書く力を身に付けさせ

るため、今後も例文の提示を適切に行っていく。 

算数 

調「かけ算」においては全国正答率を上回っているが、「たし算

とひき算のひっ算」は全国正答率を下回っている。 

 

調「図を使って考える」問題において、全国正答率を下回って

いる。 

 

学かけ算九九については、概ね定着している。ただし、「いくつ

ずつ」「いくつ分」についての理解が十分でない児童も見られ

る。 

・繰り上がりや繰り下がりについて、書き方を混同して

しまったりどこから繰り下げるとよいのか理解が十

分でなかったりすることが課題である。 

・問題文の表す場面を読み取り、正しい図を作ること

や、全体と部分の関係を基に加法・減法を選択するこ

とに課題がある。 

・文章問題を解く際、「○こずつ」など考えのきっかけ

となる言葉を見付け、正しく立式することに課題があ

る。 

・宿題の計算ドリルやタブレット端末のドリル学習を活用し

て、四則計算の練習に取り組ませて、計算力の向上を図る。 

・文章問題を解く際に、数直線をかくことで、どの部分を求め

ればよいかを視覚的に理解できるようにしてから立式させ

る指導を繰り返していく。 

・問題を正しく読み取れるよう、問題文に下線を引いたり囲

んだりすることで、問題解決への見通しをもたせる。 

 

・算数の時間には、常時活動に「チャレンジ計算」の時間を

取り入れ、四則計算に取り組んでいる。タブレット端末の

ドリル学習は継続して活用している。同じ問題を繰り返し

解き、簡単な計算の暗記にも繋がり、速く答えを出せるよ

うになってきた。 

・問題文に取り組む際は、図や数直線等をかいてから、立式

をするよう指導してきた。定着がまだ浅い児童に対して

は、はじめは一緒に取り組み、類似問題を繰り返し取り組

むことで正しい解き方を身に付けさせている。 

・図等にかき表した後には、言葉の式を書き、正確に問題を

捉えられるようにしている。そうすることで、正しく立式

をしたり、正しい式であることを確かめられたりすること

ができるようになってきている。 

・計算ドリルやタブレット端末のドリル学習、常時活動

の「チャレンジ計算」で、同じ問題を繰り返し解くこ

とで、解き方を忘れないようにしてきた。また、それ

でも十分でない児童に対しては、個別指導をし、正確

に解けるよう定着を図った。しかし、計算ミスは見ら

れるので、引き続き同じ問題や類似問題を繰り返し解

く練習をする。 

・「図を使って考える」では、「分かっていること」「も

とめること」をしっかり捉えさせてから「全体」「部

分」のキーワードを使うことで、問題文の内容を正

確に読み取り、正しく図に表すことができるように

なってきた。 

・問題文の内容を正確に読み取れるように、大事な箇

所に下線を引いたり、言葉の式を書いたり、図に表

したりすることで、正しく立式ができるようになっ

た。 



４ 

国語 

調基礎・活用とも全国平均正答率と同程度である。第３学年配

当漢字を書く正答率が下回っている。 

 

調「読むこと」の領域では、全国平均正答率を上回っている。

説明文も物語文もいずれの正答率も全国平均を上回ってい

る。校内研究の成果として「読むこと」の領域については良好

であるが、語の意味について正しく理解していない児童がい

る。 

調「話し合いの内容を聞き取る」「メモをもとに文章を書く」に

ついては目標値を下回っている。 

学「読み取ること」は良好だが、「書くこと」「漢字の学習」に

ついての理解が十分でない児童も見られる。 

・第３学年配当の漢字について、正しく書くことに課題

がある。また、文章中に活用して書けるような指導が

必要である。 

・聞き取ったことを指定された長さで文章を書くこと

に課題がある。 

 

 

 

・「書くこと」についての苦手意識が高く、特に情報の

扱い方に関する事項に課題が見られる。 

・タブレット端末を使ったドリル学習に繰り返し取り組ませ

ることで、理解の定着を図る。また、ノート指導を丁寧に行

い、文章を書く際に既習の漢字を使うことを推奨していく。 

・読むことについては、授業中や宿題に音読を取り入れるな

どし、言葉に慣れ親しませるようにしていく。また、国語だ

けでなく、総合的な学習の時間などの調べ学習でも、国語辞

典を引く機会を多く取り入れ、語彙の定着を図る。 

 

・書くことについては、短い文章で自分の考えや感想を書く

活動を設定して児童の苦手意識を克服し、書くことへの見

通しがもてるようにする。得た情報を 3～4文程度の長さで

まとめ、文章を書くことに慣れる指導を行う。 

・漢字については、タブレット端末を使ったドリル学習やフ

ラッシュ、プリント学習を毎日行うことで、理解の定着が

見られた。しかし、文章中に活用するまでには至っていな

い児童が一定数おり、活用力を高めることができるよう引

き続き指導を続けていく必要がある。 

・読むことについては、毎日の音読や授業中のぶつぶつ読

み、漢字フラッシュなどを行うことで、定着が見られた。

また、単元の初めに国語辞典を使って意味調べを行うこと

で、語彙の定着も見られるようになってきた。 

・書くことについては、自分の考えや感想を書く活動をほぼ

毎日設定することで、抵抗なく書くことができるようにな

ってきた。今後は、より分かりやすい文章で表現できるよ

う指導を続けていく。 

・漢字を書くことにおいては、タブレット端末を使った

ドリル学習やデジタル教科書の漢字フラッシュカー

ド、プリント学習を毎日繰り返し行うことで、定着が

見られた。一方で、日常の学習における文章中の活用

については個人差が見られた。次年度に向けてノート

やワークシートに書字をする際、既習の漢字を使うよ

う指導していく。 

・読むことについては、毎日の音読や授業の初めに漢

字フラッシュカードや文章の微音読みを取り入れる

ことで、言葉に慣れ親しむことができた。語彙に関

しては個人差が大きいが、辞典の活用能力は身に付

けることができた。 

・書くことについては、自分の考えや感想を書く活動

を授業の中で多く取り入れることで、苦手意識をも

つことなく書くことができるようになった。 

算数 

調基礎・活用とも全国正平均答率を大きく上回り良好である。

３観点ごとの正答率を見てもいずれも全国平均正答率を上回

っている。 

調３位数の加法減法の筆算については、目標値を下回っている。

また、図形の領域も全国平均正答率を下回っている。描図に

苦手意識が見られる。 

学繰り上がりや繰り下がりの筆算場面で正しく計算できない児

童がいる。また、文章題の立式に苦手意識をもった児童がい

る。 

・四則計算の習得に課題がある児童が目立つ。立式及び

計算でケアレスミスが多く、四則計算を正しくするこ

とに課題がある。 

・図形の性質を理解し、定規やコンパスを活用して、作

図をすることに課題が見られる。 

 

・文章題において、「何を問われているのか」「分からな

い数は何であるか」を正しく把握することに課題があ

る。文章の読み取りと関連して指導が必要である。 

・授業の中で、四則計算の小テストに毎回取り組ませること

で、たし算・ひき算の定着を深め、四則計算への自信をもた

せるとともにかけ算・わり算の習得を図る。 

・定規やコンパスなどの使い方を身に付けるとともに、タブ

レット端末を使って作図の手順を視覚的に理解できるよう

支援し、理解の定着を図る。 

・文章題を読む際に児童とともに「問い」について確認し、共

通理解できるようにする。また、立式する際に図や線分図を

用いて視覚的に分かりやすくするとともに、分からない数

を□とし、何を求めればよいのかを明示する。 

・授業の中で、毎時間四則計算の小テストに取り組むこと

で、正しく計算することができるようになった。処理速度

については、個人差が見られる。 

・分度器の使い方については、正しく角度を測ったり、作図

したりすることに課題がある児童が一定数見られた。今後

もタブレット端末を使って作図の手順を視覚的に理解でき

るよう支援し、繰り返し復習することで、定着を図ってい

く。 

・文章題において、「何を問われているのか」「分からない数

は何であるか」を確認し、線分図を用いて整理する活動に

取り組んだ。しかし、線分図に表すことができなかった

り、図から立式できなかったりする児童も多く、引き続き

線分図や図をかく活動を通して丁寧に指導していく必要が

ある。 

・毎時間、四則計算の小テストに取り組むことで、素早

く正確に計算をする力が身に付いた。一方で、２桁

以上のかけ算やわり算に課題がある児童が多くみら

れた。今後も繰り返し復習する必要がある。 

・１０月に引き続き、分度器やコンパスの使い方につ

いては、正しく角度を測ったり、作図したりするこ

とに課題がある児童が一定数見られたが、手順を視

覚的に示したことで作図方法の理解は深まってい

る。今後も繰り返し復習を行っていく。 

・文章題を読む際に児童とともに「分かっていること」

「問われていること」について確認し、視覚的に理

解できるよう書き込みを行った。一斉で行う際は理

解できても、個々で取り組む際につまずきが見られ

る児童が一定数いるため、個別に「分かっているこ

と」「問われていること」について確認する。 

５ 国語 

調「知識・技能」「思考・判断・表現」の正答率が全国を上回る

一方、「主体的に学習に取り組む態度」の正答率が全国を下回

った。 

 

 

調「書くこと」においては、全国の正答率を大きく下回ってい

る。 

 

学既習した漢字・言語を適切に用いることが十分でない児童が

見られる。 

・「書くこと」の苦手意識は減ったが、目的や必要に応

じて書くことや、何をどのように書くのかという見通

しをもつことに課題がある。適切な言葉を使ったり、

着目する言葉を見付けたりすることを改めて指導し

ていく必要がある。 

・既習漢字について、正しく読むことや書くこと、活用

に課題がある。また、文章に取り入れて書けるような

指導が必要である。 

・「書くこと」への抵抗感を減らしたり、どのように書くかの

見通しをもたせたりするために、文章を書く際に定型文を

提示したり、書き出しを提示したりする。 

・授業の中で新出漢字や間違えやすい漢字について触れる機

会を増やし、漢字の読み書きの力を定着させる。また、家庭

学習に音読を入れることで漢字を読むことに慣れさせる。 

・家庭学習を中心に授業時間でもタブレット端末を使ったド

リル学習に取り組ませることで、学習の定着を図る。  

・「書くこと」において、定型文や書き出しを提示すること

で、文章を書くことへの抵抗感が減ってきた。 

・タブレット端末を活用し、既習漢字の復習を繰り返し行っ

た結果、少しずつ定着してきている。また、家庭学習では

なく、各教科において教科書を中心に授業で音読を取り入

れ漢字や文章に慣れ親しむようにした結果、既習の漢字を

正しく読んだり文節を意識した音読ができたりしてきた。 

・文章を書くときに、既習漢字を使うのを忘れてしまう児童

が多くいる。習った漢字を使っていない場合は、下線を引

き、漢字で書くように促している。また、漢字の定着を図

るために、引き続きタブレット端末を使ったドリル学習を

行うことで、書くことができる漢字を増やしていく。 

・「書くこと」において、定型文や書き出しを提示す

ることで、書くことへの抵抗感が減ってきたが、定

型文などがないと書くことへの抵抗感がまだあるの

で、来年度も引き続き定型文や書き出しを提示し、

抵抗感を減らしていく。 

・タブレット端末を活用し、個に合わせた課題に取り

組ませたところ、漢字の読み書きが定着した児童も

いた。読み書きの定着が十分でない児童に対し、繰

り返し復習を行っていく。 

・文章を書くときに既習漢字を使うことに課題が残っ

ている。熟語の理解が十分でないので、意味調べに取

り組ませていくことで、定着を図る。 



算数 

調すべての観点において全国や新宿区の正答率を上回り、「思

考・判断・表現」の正答率が全国を最も上回った。 

学「数と計算」の正答率は全国を上回っているが、わり算の性

質の理解が十分でない児童が見られる。 

 

 

学数の大きさなど数量的な見取りが苦手な児童がいる。 

・問題の捉え違いや単位忘れなど見られることが課題

である。 

・特にわり算の性質を応用して小数のわり算、分数のわ 

り算の計算の仕方の理解に課題がある。 

 

 

・大きな数や小数、面積などでは、数量的感覚を働かせ

大きさの見当や見通しをもって問題に取り組むこと

に課題がある。 

・家庭学習を中心に授業時間でもタブレット端末を使ったド

リル学習に取り組ませることで、理解の定着を図る。 

・小数点の位置や単位など見直すときのポイントを示す。 

・かけ算九九やわり算などの習得が十分ではない児童に対し、

個別に家庭学習に加えるなど丁寧に対応し、基礎学力の定

着を図る。 

・大きい数を扱う時に、位を確認したり概数での表し方を確

認したりする場を設ける。 

 

・家庭学習を中心にタブレット端末を使ったドリル学習に取

り組んできた。しかし、問題を間違えた場合、どこで間違

えたかが分かりづらく、指導に生かしづらい面もあった。

今後は、ドリルとタブレット端末を併用して取り組ませ、

理解の定着を図る。 

・個別の家庭学習を設けたが、かけ算やわり算の習得が十分

でない児童がまだいる。タブレット端末のカルテを活用

し、個に応じた問題を繰り返し取り組ませ定着を図る。 

・学習中の単元に関係する前学年までの既習事項や前時まで

の学習内容を、授業始めに復習したり板書で強調したりし

てきたことで、大きい数を扱う際は位に注目できる児童が

増えた。定期的に確認することで、一層の定着を図る。 

・タブレット端末を活用したが、児童は自分がどこで

間違えたかが分かりづらいようだった。そのため、

来年度もドリルとタブレット端末を併用して取り組

ませ、理解の定着を図る必要がある。 

・タブレット端末のカルテを活用して小数のかけ算、

わり算の習得を図ろうとしたが、十分活用できず、

小数のかけ算、わり算の計算の定着がまだ十分でな

い児童がいる。学期に１回程度、児童にあった個別

の復習を繰り返し行うことで、定着を図る。 

・大きい数や概数は、繰り返し指導を行った結果、定

着が見られた。 

 

６ 

国語 

調漢字を正しく読むことや物語の内容を読み取ることは目標値

を上回ったが、「話すこと・聞くこと」において、全国と新宿

区の正答率を下回っている。 

調「情報の扱い方」において、全国の正答率を下回っている。 

 

 

学叙述をもとに、自分の意見を筋道立てて説明する力が十分で

はない。 

 

 

学既習した漢字・言語を適切に用いることが十分ではない。 

・「話すこと」よりも「聞くこと」において、聞こうと

する意識が低く、指示が伝わらないことがあることが

課題である。 

・原因と結果など、情報と情報の関係を正しく理解して

いくことに課題がある。 

 

・自分の考えを叙述をもとに相手に分かりやすく説明

することに課題がある。 

 

 

・低学年、中学年で習った漢字が定着していないことが

課題である。 

・必要に応じて、聴写の活動をとるようにしていく。話を聞く

ときは、最後まで聞くことを教師側が意識して、児童一人一

人を見て話を聞くことを行っていく。 

・授業の中で、キーワードとなる文章を丁寧に読み取ってい

く活動を行い、文と文との関係をとらえられるようにして

いく。 

・問題解決的学習を取り入れ、自分の考え→友達との交流→

全体共有の流れを一単位時間内に取り入れる。特に、友達と

の交流に力を入れ、聞き手にどのように伝わったのか理解

できるやり取りする活動を行う。 

・タブレット端末とプリントを個の実態に応じて活用するこ

とで既習事項の漢字の習熟を図る。 

・話を聞くことについては課題が残るため、引き続き指導の

重点とする。話を始める前に一人一人と目を合わせて聞く

姿勢を作ることを心掛けてきたが、話の途中で無駄話を始

めることがあった。そのため、あらかじめポイントを絞っ

て指示を簡潔にできるようにしていく。また、聴写につい

ては、週の初めの連絡ノートに必要事項を書いている。子

供たちにとって、必然性のある話なので、話を聞いて書く

きっかけになっている。 

・少しずつ学習の中で大切な言葉や文章があることに児童た

ちは気が付くようになった。引き続き、キーワードを丁寧

に読み取っていく活動を取り入れていく。 

・問題解決学習を取り入れて指導している。教科書の叙述を

基に自分の考えを書く活動をしており、理由を叙述から考

えることが身に付いてきている。自分の考えを書くだけで

満足することが多く、友達との交流を通して考えがより深

まったり、広がったりして、いくよう指導を継続してい

く。 

・タブレット端末を活用し、漢字の習熟を図った結果、ノー

トの記帳の際に、既習漢字を使うようになっている。 

・「聞くこと」については１０月の中間評価・追加する

取組を継続実践してきた。話の要点を落とさず話を

最後まで集中して聞く児童が増えつつある。まだ、

課題が残る児童がいるので、話を正確に聞くことの

重要性を伝えていく。聴写の活動を一年間行ってき

た。ポイントを落とさず、書き取る児童がいる一方、

十分でない児童には必然性を伝え指導を続ける。 

・文中の叙述やキーワードを丁寧に読み取っていく授

業を日常的に展開した。文末表現や繰り返し使われ

ている言葉に注目し、根拠を明らかにしていく力が

育っている。一方で、新宿区学力定着度調査におい

て、記述式の正答率が低かった。条件に従って叙述

をもとに根拠を明確にした文章を書く学習を進めて

いく。 

・引き続き、問題解決学習を取り入れて指導した。自分の

考えとグループの友達の考えを交流する学習の良さ

を伝えた結果、友達と学び合うことで考えが深まり、

考えの広がりを実感できた児童が増えた。 

・漢字の習熟を図るためにタブレット端末を活用した

ことで、漢字の読みが身に付き、新宿区学力定着度

調査の結果にも成果が表れていた。 

算数 

調「整数のなかま分け」では全国正答率を上回り、基礎学力の

定着が見られるが、「データの活用」において、新宿区の平均

を下回っている。 

 

学小数のわり算やかけ算の際に、小数点を書き忘れたり、小数

点の位置を間違えたりする児童がいる。 

・データを活用しながら、既習事項を生かして問題を解

決する力が身に付けられていない。 

 

・整数では正確に問題を解けるが、小数や分数が入って

くることで解答できなくなってしまうことが課題で

ある。 

・データから読み取れることだけでなく、そこから何を考え

たのかという思考を育てることを行う。 

・計算の仕方の基礎をおさえること、問題の見直しを徹底す

ることを指導していく。 

・タブレット端末とプリントを個の実態に応じて活用するこ

とで基礎的な知識の定着を図る。 

・データの活用の授業では、表計算ソフトを用いてデータ処

理の活用を行った。データを整理することで、新しいこと

に気が付くきっかけとなった。全体の指導時間が少なかっ

たので、今後もデータを活用する授業を取り入れていく。 

・授業のはじめに四則計算に取り組む「タイムチャレンジ」

を行っているため、子どもたちの計算力は身に付いてお

り、引き続き指導していく。 

・タブレット端末のドリル学習は継続して活用している。似

たような問題を繰り返し解くことで、復習になり計算力の

定着に繋がっている。 

・データの活用の授業では、資料から読み取ったこと

を基に考察までの授業を展開した。児童は、資料を

表に整理し、そこから読み取れることをまとめるこ

とができた。その結果、新宿区学力定着度調査では

全国平均を上回っている。まだ、十分に身に付いて

いない児童には、タブレット端末などでデータ活用

の問題に取り組ませる。 

・新宿区学力定着度調査の結果を見ると四則計算の力

が付いてきた。年間通して「タイムチェレンジ」を行

い同様の問題に挑戦することで、速く正確に計算で

きるようになってきている。 

・各単元で学んだことを復習問題として、タブレット

端末で配信し、学習の習熟を図った。既習学習単元

の復習を繰り返し行ったことで学習内容の定着を図

ることができた。 



音
楽 

学音楽が好き、もっともっと楽しみたいと考える児童が多い。 

学音符やリコーダーや鍵盤の運指を理解しているなど基礎的な能力が身

に付いている児童はいるが、読譜や器楽の奏法で苦手意識を感じる児童も

いる。 

・楽器の基本的な奏法は身に付き始めているが、まだ苦

手な意識があり奏法が十分に身に付いていないことが

課題である。 

・地声ではなくなってきたが、音程や音量に課題が残

る。 

・様々な器楽指導を行い、苦手意識を少しずつ減らしていく。

また、タブレット端末を活用し、手元を映した動画などを配

信し、個別で練習ができるようにする。 

・コロナ禍ということもありハミングを用いた練習で頭声発

声を目指す。聴く活動を通して音程を合わせられるように

していく。 

・タブレットを使用した演奏動画の配信は個人練習に生かせ

たようで、児童一人一人の演奏技能向上に役立てることが

できた。 

・マスク着用で歌唱ができるようになり、頭声発声を意識し

た歌唱ができるようになってきている。引き続き指導して

いく。 

・タブレット端末を使用した演奏動画の配信は続けて

おり、特に中学年でのリコーダーの技術向上に役立

てることができた。次年度もリコーダーのみならず、

様々な演奏動画を作成し、活用していく。 

・音楽会を通してどの学年も歌唱への意識が高まって

きている。全員で声を出し合わせる喜びを感じてき

ている。一部自分の出している声に意識が向けられ

ない児童もおり、児童同士で聞き合う機会をつくっ

たり、個別指導をしたりしていき、個々の歌声を高

めていく。 

図
画
工
作 

学豊かな発想をする児童が多いが、中にはなかなかイメージが浮かばな

い児童がいる。 

学イメージをもつことはできるが、どのように表したらよいか分からない

児童がいる。 

・自分の様々な体験を作品づくりに生かすことに課題が 

ある。 

・はさみやのこぎりなどの切る道具や絵の具やクレヨ

ン等の描画の道具を、自分の思い通りに使いこなせて

いないことが課題である。 

・表現の幅を広げるために様々な作例を、タブレット端末や

ＩＣＴ機器を活用して示し、自由な発想ができるようにす

る。 

・既習の道具の使い方を授業の初めに使い方の確認をしたり

思い出したりするための時間を設け、繰り返し取り組むこ

とで操作がスムーズにできるようにする。 

・ICT機器を使い、作例を提示するだけではなく、参考にな

るような資料を提示した。そこから、自分の体験したこと

を思い出し、発想を広げている児童もいた。 

・初めて使う道具を使用するときは、少人数ずつ集めて動作

を一つ一つ確認しながら教えた。自信をもって道具を使え

る児童が増えた。 

・作例を見せる時にＩＣＴ機器を通してホワイトボー

ドに大きく見せたり、実物の美しさを見せたりした

ことで、児童のイメージを膨らませる助けとなっ

た。また、頭の中だけで考えるのではなく、まず、

手を動かし試すことが大事なことも勧めた。これか

らも、続けて指導していく。 

・少人数で教えた上、用具の使い方を掲示したことに

より、使い方を確認できる児童が増えた。また、それ

を見ながら、何度も練習したことにより自信をもっ

て作品作りに臨める児童が増えた。 

      


